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固
定
さ
れ
た
勤
務
場
所
に
定
時
に
勤
務
す
る
こ
と
に
は
あ
ま
り
価
値
が

な
い
。
ア
ル
キ
メ
デ
ス
の
「
ユ
リ
イ
カ
！
」
で
は
な
い
が
、
革
新
的
な

ア
イ
デ
ア
は
、
入
浴
中
、
眠
り
の
中
、
散
歩
中
に
突
然
降
っ
て
く
る
。

研
究
者
に
と
っ
て
は
重
要
な
瞬
間
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
勤
務
時
間
に

含
め
る
こ
と
に
は
無
理
が
あ
る
。
決
め
ら
れ
た
時
間
に
な
っ
た
ら
お
な

じ
勤
務
場
所
に
職
員
が
出
勤
し
、
時
間
が
き
た
ら
退
勤
す
る
「
制
度
」

は
、
工
場
で
の
流
れ
作
業
に
最
適
化
さ
れ
た
も
の
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が

昨
今
の
「
働
き
方
改
革
」
は
、
研
究
者
の
よ
う
な
非
物
質
的
労
働
者
に

も
事
務
職
員
並
み
の
「
勤
怠
管
理
」
を
求
め
て
い
る
。

縮
小
社
会
に
お
い
て
は
、
広
大
無
辺
な
知
識
・
文
化
の
領
域
を
開
拓

し
て
い
く
こ
と
に
、「
個
」
の
「
生
」
の
意
義
を
見
い
だ
す
鍵
が
あ
る

だ
ろ
う
。
労
働
と
余
暇
が
渾
然
と
し
た
「
働
き
方
」
と
、「
サ
ー
ビ
ス

残
業
」「
や
り
が
い
搾
取
」
に
な
ら
な
い
よ
う
な
「
勤
務
」
と
報
酬
の

あ
り
方
も
、
縮
小
社
会
の
制
度
設
計
の
問
題
だ
と
い
え
る
。

西
洋
先
進
国
に
範
を
取
っ
た
、
近
代
以
後
の
発
想
も
見
直
す
必
要
も

あ
ろ
う
。
ア
フ
リ
カ
に
目
を
向
け
て
み
れ
ば
、「
う
し
ろ
め
た
さ
」
を

媒
介
に
し
た
互
酬
性
（
松
村
圭
一
郎
）
や
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
駆
使
し

た
「
そ
の
日
暮
ら
し
」「
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
経
済
」
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
小
川
さ
や
か
）
で
、
ひ
と
び
と
は
「
生
」
を
営
ん
で
い
る
。
そ
れ
ら

は
、
互
助
の
「
質
」
に
お
い
て
近
代
国
家
の
福
祉
行
政
を
、
ダ
イ
ナ
ミ

ズ
ム
に
お
い
て
グ
ロ
ー
バ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
で
あ
る
Ｇ
Ａ
Ｆ

Ａ
を
も
越
え
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

オ
ラ
ン
ダ
の
文
化
学
者
ヴ
ェ
ル
ミ
ュ
ー
レ
ン
と
フ
ォ
ン
・
デ
ン
・
ア

カ
ー
は
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
以
後
の
「
感
覚
の
構
造
」
を
「
メ
タ
モ
ダ
ニ

ズ
ム
」
の
語
で
捉
え
て
い
る
。
そ
れ
は
、
熱
狂
と
冷
笑
、
希
望
と
憂
う

つ
、
共
感
と
無
関
心
、
単
数
性
と
複
数
性
、
純
粋
さ
と
曖
昧
さ
と
い
っ

た
両
極
端
を
揺
れ
動
く
振
り
子
運
動
の
こ
と
を
い
う
。
縮
小
社
会
の
個

の
「
生
」
も
ま
た
、
長
い
タ
イ
ム
ス
パ
ン
で
み
れ
ば
、
さ
ま
ざ
ま
に
分

断
し
た
両
極
端
を
振
れ
て
い
く
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
し
た
こ
と
を

考
え
な
が
ら
、
こ
の
研
究
会
を
行
っ
て
い
る
。

 

（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
）

展
覧
会
「
草
の
根
の
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
―
明
治
期
の
文

芸
雑
誌
と
図
案
教
育
」
を
担
当
し
て

前
　
川
　
志
　
織

明
治
三
〇
年
代
後
半
に
お
け
る
新
聞
広
告
、
雑
誌
の
表
紙
絵
・
挿
画

や
広
告
、
絵
は
が
き
な
ど
の
印
刷
物
に
は
、
波
打
つ
太
い
曲
線
の
飾
り



84

枠
に
囲
ま
れ
た
女
性
像
と
い
っ
た
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
風
の
図
案
を

多
く
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
【
図
１
】。
美
術
評
論
家
・
岩
村
透
は

「
芸
界
囈
語
」（
一
九
〇
一
年
）（
宮
川
寅
雄
編
『
芸
苑
雑
稿
他
』
ネ
ッ

ト
ア
ド
バ
ン
ス
、
二
〇
〇
三
年
）
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

「（
前
略
）
そ
の
十
余
年
後
の
今
日
で
は
巴
里
竜
動
（
ロ
ン
ド
ン
）
に

現
わ
れ
た
雑
誌
、
絵
葉
書
の
新
模
様
も
五
、六
十
日
後
に
は
ズ
ン
ズ
ン

と
こ
ち
ら
の
新
聞
雑
誌
の
挿
絵
表
紙
と
な
っ
て
出
る
、（
後
略
）」

二
〇
一
九
年
度
に
企
画
・
運
営
に
携
わ
っ
た
展
覧
会
「
草
の
根
の

ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー

―
明
治
期
の
文
芸
雑
誌
と
図
案
教
育
」【
図
２
】

（（
二
〇
一
九
年
一
〇
月
二
八
日
―
一
一
月
二
二
日
、
京
都
工
芸
繊
維
大

学
美
術
工
芸
資
料
館
、
主
催
：
京
都
工
芸
繊
維
大
学
美
術
工
芸
資
料
館
、

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
・
機
関
拠
点
型
基
幹
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
「
大
衆
文
化
の
通
時
的
・
国
際
的
研
究
に
よ
る
新
し
い
日
本
像
の
創

出
」、
監
修
：
大
塚
英
志
・
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
）
で
は
、

こ
の
よ
う
な
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
風
図
案
が
多
様
な
印
刷
物
へ
と
一

気
に
広
が
っ
た
状
況
に
注
目
し
、
特
に
、
京
都
高
等
工
芸
学
校

（
一
九
〇
二
（
明
治
三
五
）
年
創
立
）
に
お
い
て
浅
井
忠
ら
が
担
っ
た
図

案
（
デ
ザ
イ
ン
）
教
育
【
図
３
】、
雑
誌
『
明
星
』（
一
九
〇
〇
（
明
治

三
三
）
年
創
刊
）
を
は
じ
め
と
す
る
文
芸
雑
誌
の
表
紙
絵
や
挿
絵
【
図

４
】
を
取
り
上
げ
、
そ
の
関
連
資
料
（
資
料
の
複
製
パ
ネ
ル
を
含
む
）

図 1－1　 『東京朝日新聞』 
1902年 7月 23日

図 1－2　 太田三郎《『女学世界』絵葉
書》、博文館、1906年、国際
日本文化研究センター



85

一
六
〇
点
あ
ま
り
を
紹
介
し
た
。

本
展
は
、
図
案
教
育
を
受
け
た
学
生
た
ち
の
作
例
と
文
芸
雑
誌
の
表

紙
絵
・
挿
絵
類
と
の
比
較
展
示
を
試
み
た
点
に
特
徴
が
あ
る
。
比
較
展

示
を
試
み
た
理
由
と
し
て
、
第
一
に
、
図
案
教
育
を
受
け
た
学
生
作
品

と
文
芸
雑
誌
の
表
紙
絵
・
挿
絵
類
が
、
い
ず
れ
も
当
時
勃
興
し
つ
つ

あ
っ
た
複
製
文
化
に
お
け
る
印
刷
物
と
密
接
な
関
わ
り
を
も
っ
て
い
た

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
第
二
に
、
学
生
作
品
で
は
、
無
名
の
図
案
家
の

卵
た
ち
が
洋
風
生
活
を
意
識
し
た
デ
ザ
イ
ン
を
試
み
、
文
芸
雑
誌
で
は
、

著
名
な
美
術
家
ば
か
り
で
な
く
、
今
で
は
あ
ま
り
名
の
知
ら
れ
な
い
挿

絵
画
家
た
ち
も
読
者
投
稿
欄
を
も
つ
そ
の
誌
面
を
彩
っ
た
点
に
お
い

て
、
名
の
な
い
人
々
が
そ
の
身
辺
の
生
活

―
洋
風
化
に
よ
る
新
し
い

「
近
代
的
」
な
生
活

―
を
彩
る
も
の
と
し
て
、
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー

調
を
選
択
し
た
と
い
う
共
通
性
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
本
展
は
、
日
本
に
お
け
る
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
の

一
例
を
紹
介
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
先
行
研
究
に
お
い
て
本
展
を
位

置
づ
け
る
な
ら
ば
、
日
本
の
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
が
、
い
わ
ば
「
草

図 3　 土岐純一《和洋文具雑貨土岐商会》
1911年、京都工芸繊維大学美術工
芸資料館

図 2　 展覧会チラシ 

（デザイン：中川加奈子）








